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伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
伝
建
地
区
）
は
、
歴
史
的
な
町

並
み
を
構
成
す
る
建
造
物
や
工
作
物
、
周
囲
の
環
境
を
含
め
て
一

体
的
に
保
存
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
50
年
の
文
化
財
保

護
法
の
改
正
に
伴
い
新
た
な
文
化
財
の
種
類
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

長
い
年
月
を
か
け
て
何
代
に
も
亘
り
受
け
継
が
れ
て
き
た
貴
重

な
日
本
の
文
化
遺
産
で
あ
る
城
下
町
、
宿
場
町
、
門
前
町
な
ど
、

全
国
各
地
に
残
る
歴
史
的
な
集
落
・
町
並
み
に
つ
い
て
、
文
化
財

と
し
て
保
存
す
る
と
同
時
に
、
現
役
の
生
活
の
舞
台
と
し
て
整
備

し
、
次
世
代
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

保
存
事
業
に
対
し
て
国
（
文
化
庁
）
は
補
助
金
な
ど
の
財
政
的

支
援
と
技
術
的
指
導
を
行
う
ほ
か
、
地
区
内
の
建
築
行
為
等
に
一

定
の
制
限
を
設
け
、
良
好
な
歴
史
的
風
致
の
維
持
継
承
を
図
っ
て

い
ま
す
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
全
国
１
０
１
市
町
村
で

１
２
３
地
区
あ
り
、
約
２
９
０
０
０
件
の
伝
統
的
建
造
物
及
び
環

境
物
件
が
特
定
さ
れ
保
護
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
鬼
地
区
は
、
白
馬
村
の
北
東
部
、
東
山
の
山
腹
標
高
約

７
６
０
ｍ
に
位
置
す
る
小
規
模
な
山
村
集
落
で
、北
に
は
岩
戸
山
、

東
に
は
物
見
山
や
八
方
山
に
囲
ま
れ
、
南
西
に
は
五
竜
岳
を
中
心

に
北
ア
ル
プ
ス
を
望
む
雄
大
な
景
観
を
有
し
て
い
ま
す
。

地
区
の
中
に
は
、
縄
文
時
代
中
期
・
後
期
の
善
鬼
堂
遺
跡
・
馬

場
遺
跡
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

集
落
は
、
な
だ
ら
か
な
南
斜
面
の
傾
斜
地
に
形
成
さ
れ
、
建
造

物
群
は
等
高
線
に
沿
う
形
で
東
西
約
２
５
０
ｍ
、
南
北
約
１
０
０

ｍ
の
中
に
ほ
ぼ
三
日
月
形
状
に
２
段
に
並
ん
で
い
ま
す
。
主
屋
は

江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
茅
葺
の
大

型
な
も
の
が
多
く
、
現
在
は
鉄
板
被
覆
の
主
屋
が
14
戸
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
伝
統
的
な
土
蔵
が
主
屋
か
ら
少
し
離
れ
て
８
棟

あ
り
ま
す
。
集
落
各
戸
の
敷
地
境
は
道
路
と
若
干
の
植
栽
あ
る
い

は
石
垣
や
水
路
な
ど
で
区
画
さ
れ
、
特
に
周
囲
に
塀
や
生
け
垣
を

設
け
る
こ
と
も
な
く
開
放
的
で
あ
り
、
斜
面
地
の
た
め
南
面
す
る

主
屋
の
背
後
に
は
石
垣
が
築
か
れ
て
い
ま
す
。
主
屋
の
周
囲
に
は

納
屋
等
の
付
属
屋
が
あ
り
、
土
蔵
は
主
屋
と
離
れ
て
造
ら
れ
て
い

る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

万
延
・
文
久
年
間
（
１
８
６
０
～
６
３
）
に
は
、
当
時
の
青

鬼
集
落
24
戸
に
よ
っ
て
用
水
路
で
あ
る
「
青
鬼
上
堰
」（
延
長
約

3
km）
開
削
と
い
う
大
土
木
工
事
が
行
わ
れ
、
集
落
の
周
辺
に
石

垣
を
有
す
る
棚
田
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
屋
敷
地
の

周
囲
に
も
若
干
の
耕
作
地
が
あ
り
ま
す
が
、
集
落
の
東
方
に
は
石

垣
に
よ
り
築
か
れ
た
小
規
模
で
形
も
様
々
な
約
２
０
０
枚
の
棚
田

が
広
が
り
、
祖
先
の
偉
業
を
現
在
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
な

存
在
で
あ
る
ほ
か
、
棚
田
百
選
に
も
選
定
さ
れ
る
な
ど
青
鬼
集
落

の
景
観
を
形
成
す
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

集
落
の
入
口
付
近
に
は
向
麻
石
仏
群
、
阿
弥
陀
堂
石
仏
群
が
あ

り
、
集
落
中
央
部
の
北
方
に
は
長
い
石
段
と
石
畳
が
延
び
、
こ
れ

を
上
っ
た
と
こ
ろ
に
鎮
守
の
青
鬼
神
社
が
あ
り
ま
す
。
青
鬼
神
社

で
は
、
５
月
に
春
祭
、
9
月
に
本
祭
、
11
月
に
秋
祭
が
行
わ
れ
る

な
ど
、
住
民
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。北

ア
ル
プ
ス
と
棚
田
、
伝
統
的
建
造
物
群
等
が
織
り
成
す
景
観

は
、
四
季
を
通
じ
て
歴
史
と
自
然
の
美
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
、
後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く
べ
き
貴
重
な
財
産
で
す
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
の
概
要

青
鬼
地
区
の
概
要

　平成 12 年に白馬村青鬼が文化財保護法による国の「重要伝統的建造物群保存地区」

に選定されて、20 周年を迎えました。

　白馬村はスキーや登山など山岳観光で発展を遂げてきましたが、遥か昔から北アル

プスを眺めながら暮らしてきた先人の文化が多く残されています。

　その中でも青鬼地区は、江戸時代から明治時代にかけて建築された伝統的な主屋や

土蔵、石垣により形成される棚田、青鬼神社や石仏群など、歴史と文化を感じること

ができる象徴的な地域です。

　20 年間にわたる保存事業の歩みの中で、適切なご指導をいただいた文化庁をはじ

め、国・県関係当局各位に心から感謝申し上げるとともに、有形・無形の貴重な財産

を後世に残し伝えるために保存活動に取り組んでいただいている地域住民の皆様に、

厚く御礼申し上げます。

　多くの皆様のご理解とご協力により歩んできた道を受け継ぎ、国内外から訪れる多

くの方が集落の風景に心を奪われ、先人の暮らしに想いを馳せるかけがえのない青鬼

地区の保存・整備・活用を推進することで、青鬼地区がますます発展することを心か

ら祈念申し上げます。

白馬村青鬼伝統的建造物群保存地区
選定 20 周年を迎えるにあたって

白馬村長　下川 正剛
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白
馬
村
青
鬼
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

選
定
年
月
日

平
成
12
年
12
月
4
日

所
在
地
及
び
面
積	

長
野
県
北
安
曇
郡
白
馬
村
大
字
北
城
青
鬼
（
59.7
ha）

指
定
物
件

・
建
築
物　

29
件

　
　

主
屋
、
土
蔵
、
蔵
、
消
防
小
屋
、
青
鬼
神
社
、
諏
訪
社
、
神
楽
殿

・
工
作
物　

２
０
０
件

　
　

向
麻
石
仏
群
、
棚
田
石
垣
、
石
垣
、
馬
頭
観
音
、
氏
神
様
、
阿
弥
陀
堂
内
陣
、

　
　

阿
弥
陀
堂
石
仏
群
、
稲
荷
社
、
石
灯
籠
、
幟
立
て
、
神
社
参
道
石
段
・
石
畳
、
石
祠
、

　
　

神
社
鳥
居
、
神
社
手
水
鉢
、
小
祠
、
三
峯
様
、
観
音
様
、
地
蔵
、
青
鬼
上
堰
、
青
鬼
下
堰

・
環
境
物
件　

6
件

　
　

ホ
ウ
ノ
キ
、
ス
ギ
の
大
木
、
カ
ツ
ラ
の
大
樹
、
桂
の
清
水
、
抜
け
止
め
の
カ
ツ
ラ
、
馬
場
の
清
水

指
定
・
認
定
等

・
青
鬼
の
棚
田
「
日
本
の
棚
田
百
選
」

　
　

平
成
11
年
７
月
26
日　

農
林
水
産
大
臣
認
定

・
カ
ツ
ラ
の
清
水
「
姫
川
・
関
川
水
系
の
水
百
選
」

　
　

平
成
8
年
12
月
2
日　

北
陸
地
方
建
設
局
高
田
工
事
事
務
所
長
認
定

・
青
鬼
地
区
の
夕
景
「
信
州
の
サ
ン
セ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
百
選
」

　
　

平
成
11
年　

長
野
県
観
光
連
盟
認
定

・
青
鬼
神
社
祭
典 

火
揉
み
の
神
事
「
白
馬
村
無
形
文
化
財
」

　
　

昭
和
60
年
1
月
24
日　

白
馬
村
指
定

古
代
の
白
馬
村
は
、
弥
生
時
代
以
降
に
な
る
と
南
部
神
城
地
区

の
湿
地
帯
を
取
り
ま
く
段
丘
上
に
米
作
り
の
集
落
群
が
起
こ
り
、

古
墳
時
代
に
入
る
と
支
配
者
た
ち
が
墳
墓
を
築
い
た
こ
と
か
ら
、

神
城
地
区
に
は
20
基
を
越
す
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
白
馬
村
は
姫
川
で
新
潟
県
糸
魚
川
市
と
通
じ
、
白
馬
山

麓
か
ら
産
出
さ
れ
る
ヒ
ス
イ
が
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
こ

の
谷
か
ら
運
ば
れ
ま
し
た
。後
年「
千
国
道
」と
呼
ば
れ
る
街
道
は
、

遥
か
な
縄
文
時
代
に
そ
の
姿
を
現
し
始
め
て
い
ま
し
た
。
青
鬼
集

落
の
周
辺
に
も
、
縄
文
時
代
中
期
～
後
期
の
善
鬼
堂
遺
跡
・
番
場

遺
跡
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
８
０
０
年
ほ
ど
前
は
、
こ
の
辺
り
は
千
国
庄
と
呼
ば
れ

六
条
院
領
で
し
た
。
六
条
院
と
は
、
白
河
上
皇
が
長
女
都
芳
門
院

婿
子
内
親
王
の
御
所
と
し
て
建
て
た
も
の
で
、
内
親
王
の
死
後
は

こ
れ
を
寺
と
し
て
多
く
の
荘
園
の
寄
進
が
行
わ
れ
、
千
国
庄
も
そ

の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
の
四
ヶ
庄
は
、
前
期
六
条

院
領
で
し
た
が
、
実
際
の
支
配
者
は
土
地
の
豪
族
仁
科
氏
の
枝
族

で
三
日
市
場
に
居
住
す
る
沢
渡
氏
で
し
た
。

慶
長
19
年
（
１
６
１
４
年
）
に
松
本
藩
に
よ
り
、
大
が
か
り
な

地
検
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
石
高
が
示
さ
れ
た
村
は
、
佐
野
、
沢
渡
、

飯
田
、
飯
森
、
桐
山
、
蕨
平
、
塩
島
の
７
村
の
み
で
し
た
。
そ
の

後
、
慶
安
元
年(

１
６
４
８
年)

か
ら
承
応
年
間
に
か
け
、
細
野
、

大
出
、
野
平
、
峰
方
、
深
沢
、
空
峠
の
各
村
が
新
田
村
と
し
て
独

立
を
認
め
ら
れ
、
漸
次
現
在
の
地
区
形
態
が
で
き
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
頃
の
青
鬼
は
、
松
本
藩
大
町
組
塩
島
村
の
枝
郷
で
し
た
。

塩
の
運
送
に
使
わ
れ
た
塩
の
道
千
国
街
道
の
千
国
宿
か
ら
分
か
れ

た
善
光
寺
・
戸
隠
道
は
、
青
鬼
を
通
り
、
柄
山
峠
を
越
え
て
、
鬼

無
里
村
を
経
由
し
戸
隠
神
社
・
善
光
寺
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

万
延
・
文
久
年
間(

１
８
６
０
～
６
３)

に
は
、
当
時
の
青
鬼

集
落
24
戸
に
よ
っ
て
用
水
路
で
あ
る
「
青
鬼
上
堰
」（
延
長
約
３

km
）
開
削
と
い
う
大
土
木
工
事
が
行
わ
れ
、
青
鬼
集
落
の
周
辺
に

現
在
の
棚
田
状
の
水
田
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
棚
田
の
石
垣

も
そ
の
頃
ま
で
に
は
築
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
鬼
下
堰
は
、
明
確
な
年
代
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
青
鬼
上
堰

が
完
成
し
て
間
も
な
く
造
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
青
鬼
上
堰

と
平
行
す
る
形
で
約
30
ｍ
下
側
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

青
鬼
地
区
で
は
、
明
治
40
年
（
１
９
０
７
年)

に
集
落
の
中
央

部
に
あ
る
9
戸
を
焼
失
す
る
大
火
が
あ
り
ま
し
た
が
、
直
後
に
焼

失
家
屋
そ
れ
ぞ
れ
が
伝
統
的
な
茅
葺
き
の
主
屋
を
再
建
し
、
集
落

全
体
の
景
観
に
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

江
戸
時
代
、
信
濃
（
長
野
県
）
側
か
ら
容
易
に
近
づ
け
な
か
っ

た
白
馬
岳
に
、
明
治
26
年
に
は
ウ
エ
ス
ト
ン
が
登
山
、
同
31
年
に

は
河
野
零
蔵
等
の
学
術
研
究
登
山
が
な
さ
れ
て
全
国
に
そ
の
名
が

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
40
年
に
は
山
小
屋
も
設
け
ら

れ
、
白
馬
の
観
光
の
基
礎
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
の
白
馬
村
の
産
業
は
、
水
稲
、
養
蚕
、
麻
を
中
心
と
す

る
純
農
村
で
、
一
雨
降
れ
ば
荒
れ
狂
う
平
川
・
松
川
に
苦
し
み
な

が
ら
新
田
を
起
こ
し
、
人
々
は
昔
な
が
ら
の
細
々
と
し
た
暮
ら
し

を
続
け
て
い
ま
し
た
。
明
治
後
期
、
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
ス
キ
ー

は
、
大
正
時
代
に
な
る
と
白
馬
山
麓
に
も
普
及
し
、
山
岳
ス
キ
ー

場
と
し
て
学
生
や
山
岳
家
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

細
野
（
現
在
の
八
方
）
は
、昭
和
21
年
頃
か
ら
民
宿
営
業
を
始
め
、

戦
後
ス
キ
ー
は
大
衆
化
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
ス
キ
ー
場
に
リ
フ

ト
が
か
け
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
27
年
以
降
の
こ
と
で
、
白
馬
村
が

誕
生
し
た
昭
和
30
年
代
こ
そ
現
代
に
至
る
白
馬
村
の
観
光
の
革
命

時
代
で
し
た
。

そ
の
頃
の
青
鬼
集
落
は
、
周
辺
の
集
落
と
同
様
に
近
代
化
や
産

業
構
造
の
変
化
、
人
口
の
流
出
と
過
疎
化
が
進
み
、
幕
末
に
24
戸

あ
っ
た
家
も
昭
和
60
年
代
に
は
15
戸
に
減
少
し
ま
し
た
。
戸
数
の

減
少
に
伴
い
、
か
つ
て
の
畑
が
杉
林
に
変
わ
る
な
ど
耕
作
地
の
形

態
に
は
変
化
が
生
じ
て
き
ま
し
た
が
、
景
観
の
基
本
的
な
部
分
は

近
世
以
来
の
伝
統
的
な
状
態
を
保
っ
て
い
ま
す
。

白
馬
村
・
青
鬼
の
歴
史
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現
存
す
る
主
屋
の
う
ち
14
棟
が
茅
葺
屋
根（
現
在
は
鉄
板
被
覆
）

の
建
物
で
、
平
屋
の
建
物
と
表
側
に
中
二
階
を
造
る
建
物
が
あ
り

ま
す
。
主
屋
が
等
高
線
に
沿
っ
て
棟
を
連
ね
て
い
る
点
が
青
鬼
集

落
の
特
色
で
、
同
じ
形
態
の
建
築
が
規
則
的
に
建
っ
て
並
ぶ
様
子

は
、極
め
て
特
徴
的
で
印
象
的
な
農
村
景
観
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

主
屋
は
、
正
面
の
軒
を
せ
が
い
造
り
と
し
、
特
に
中
二
階
の
建

物
で
は
屋
根
の
正
面
を
か
ぶ
と
造
り
に
し
て
、
二
階
の
壁
面
を
白

壁
と
化
粧
貫
の
意
匠
で
統
一
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
主
屋
の
間
取

り
は
、
部
屋
の
並
ぶ
形
式
に
よ
っ
て
「
三
間
づ
く
り
」、「
四
間
づ

く
り
」
と
呼
ば
れ
、
太
い
柱
が
部
屋
境
に
２
列
あ
る
い
は
３
列
に

並
ん
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

青
鬼
集
落
に
現
存
す
る
建
物
の
多
く
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら
近

代
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
最
も
古
い
と
み
ら
れ
る
も
の
は
19
世

紀
前
期
に
遡
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

附
属
建
物
の
う
ち
、
土
蔵
は
火
災
を
考
慮
し
て
居
住
部
分
か
ら

少
し
離
れ
た
場
所
に
建
て
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
あ
り
、
こ
う

し
た
配
置
も
青
鬼
集
落
の
特
色
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
蔵
の
屋
根
は
板
葺
（
現
在
は
鉄
板
葺
）
の
置
屋
根
形
式
で
、

外
回
り
に
柱
を
立
て
、
貫
を
５
段
ほ
ど
入
れ
、
そ
こ
に
藁
を
架
け

て
雪
囲
い
と
す
る
こ
と
が
晩
秋
か
ら
冬
季
に
見
ら
れ
た
景
観
の
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
屋

土
蔵

集
落
中
央
部
の
北
方
に
長
い
石
段
と
石
畳
が
延
び
、
こ
れ
を

上
っ
た
と
こ
ろ
に
鎮
守
の
青
鬼
神
社
が
あ
り
ま
す
。

青
鬼
神
社
の
創
始
は
大
同
年
間
（
８
０
６
年
～
８
０
９
年
）
と

伝
え
ら
れ
、
今
の
神
社
の
本
殿
は
明
治
26
年
（
棟
札
）
に
、
ま
た

覆
屋
は
明
治
時
代
中
期
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。
祭
神
は
お
善

鬼
様
で
、
生
前
に
村
人
の
た
め
に
善
行
を
施
し
た
鬼
を
、
そ
の
死

後
、大
同
元
年
に
岩
戸
山
の
洞
窟
に
祭
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
安
和
２
年
（
９
６
９
年
）
に
遥
拝
所
（
遠
く
離
れ
た
所

か
ら
拝
む
場
所
）
と
し
て
今
の
場
所
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
９
月
20
日
の
祭
典
の
際
に
は
、
村
人
に
よ
る
花
火
の
打
ち

上
げ
、
白
馬
村
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
火
揉
み
の
神

事
、
灯
籠
揃
え
な
ど
が
行
わ
れ
、
古
い
伝
統
を
よ
く
伝
え
て
い
ま

す
。
ま
た
５
月
に
春
祭
、
11
月
に
秋
祭
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

青
鬼
神
社
に
は
、
本
殿
、
諏
訪
社
な
ど
の
社
殿
及
び
こ
れ
ら
の

覆
屋
、
神
楽
殿
、
鳥
居
、
石
祠
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

殿
は
一
間
社
流
造
、
こ
け
ら
葺
き
で
、
明
治
26
年
（
１
８
９
３
年
）

に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
覆
屋
（
本
社
）
は
、
間
口
12
尺
、
奥
行

17
尺
、
切
妻
造
、
鉄
板
葺
（
元
茅
葺
）
で
、
前
4.5
尺
を
吹
放
ち
と

し
て
縁
を
三
方
に
設
け
て
い
ま
す
。
建
築
年
代
は
本
殿
と
同
年
頃

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
青
鬼
神
社
本
殿
の
東
側
に
あ
る
諏
訪
社

の
本
殿
は
、
一
間
社
流
造
、
見
世
棚
造
、
板
葺
で
、
延
享
４
年

（
１
７
４
７
年
）
に
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
覆
屋
は
、
間

口
８
尺
、
奥
行
７
尺
、
寄
棟
造
、
茅
葺
（
鉄
板
被
覆
）
の
建
物
で
、

建
築
年
代
は
本
殿
覆
屋
と
同
じ
明
治
時
代
中
期
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
本
殿
・
諏
訪
社
の
境
内
よ
り
一
段
下
の
境
内
に
参
道
を
向

い
て
神
楽
殿
（
明
治
時
代
の
本
殿
棟
札
で
は
拝
殿
と
称
す
る
）
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
楽
殿
は
間
口
４
間
、
奥
行
３
間
４
尺
、

寄
棟
造
、
茅
葺
（
鉄
板
被
覆
）
の
建
物
で
、
奥
行
の
後
半
に
は
中

二
階
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
築
年
代
は
本
殿
覆
屋
・
諏
訪
社
覆

屋
と
同
じ
明
治
時
代
中
期
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

白
馬
村
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
火
揉
み
の
神
事

（
火
鑚
り
の
神
事
と
も
言
わ
れ
ま
す
）
は
、
毎
年
９
月
20
日
青
鬼

神
社
の
祭
典
時
に
年
番
の
家
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。（
現
在
は

お
善
鬼
の
館
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
）

祭
神
に
奉
納
す
る
た
め
に
、
聖
な
る
火
を
起
こ
し
て
、
そ
れ
を

神
社
の
灯
明
、
常
夜
燈
や
各
家
々
の
神
前
と
灯
籠
、
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

火
揉
み
盤
に
は
ヒ
ノ
キ
板
、
火
揉
み
棒
に
は
地
元
で
は
カ
ズ
と

呼
ぶ
コ
ウ
ゾ
の
乾
燥
し
た
棒
を
用
い
ま
す
。
ヒ
ノ
キ
板
に
コ
ウ
ゾ

の
棒
を
垂
直
に
立
て
、
両
方
の
手
の
ひ
ら
で
力
を
入
れ
て
30
分
く

ら
い
激
し
く
揉
み
込
む
こ
と
で
、木
口
か
ら
粉
灰
が
こ
ぼ
れ
落
ち
、

過
熱
す
る
と
そ
の
粉
灰
に
火
の
玉
状
の
も
の
が
で
き
、
煙
が
立
ち

の
ぼ
り
ま
す
。
息
を
吹
き
込
み
な
が
ら
火
勢
を
大
き
く
し
、
つ
け

木
っ
ぱ
を
添
え
て
炎
と
し
、
ロ
ー
ソ
ク
に
移
し
ま
す
。

極
め
て
素
朴
で
原
初
的
な
伝
統
を
伝
え
る
文
化
遺
産
で
す
。

火
揉
み
の
神
事

青
鬼
神
社
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青
鬼
集
落
に
は
二
つ
の
石
仏
群
が
あ
り
ま
す
。

 

向
麻
石
仏
群

集
落
の
入
口
に
あ
る
こ
の
石
仏
群
に
は
、道
祖
神
、庚
申
塔
（
享

保
10
年
、
万
延
元
年
、
昭
和
55
年
）、
大
日
如
来
、
馬
頭
観
音
な

ど
27
基
が
並
ん
で
い
ま
す
。

特
に
写
真
の
道
祖
神
は
素
朴
な
二
人
の
神
の
立
像
で
あ
り
、
田

ん
ぼ
の
畔
の
片
隅
に
穏
や
か
な
微
笑
み
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
男

神
が
盃
を
、
女
神
が
ふ
く
べ
を
持
ち
、
気
取
っ
た
と
こ
ろ
が
な
く
、

気
品
と
し
み
じ
み
と
し
た
愛
が
漂
う
彫
琢
の
素
晴
ら
し
さ
は
、
作

者
も
造
立
年
も
不
明
で
す
が
腕
前
の
良
い
石
工
の
作
品
と
思
わ
れ

ま
す
。

阿
弥
陀
堂
石
仏

千
部
塔
（
宝
暦
７
年
）、
庚
申
塔
（
宝
暦
11
年
、
寛
政
12
年
、

大
正
９
年
）
な
ど
28
基
が
並
ん
で
い
ま
す
。

阿
弥
陀
堂
は
戦
後
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
内
陣
は
墨
書

か
ら
天
明
５
年
（
１
７
８
５
年
）
の
も
の
と
わ
か
り
、
木
鼻
の
形

式
に
時
代
的
な
特
色
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
地
蔵
様

や
菩
薩
像
の
造
立
年
は
不
明
で
す
が
、
福
寿
草
の
咲
き
乱
れ
る
墓

地
と
隣
り
合
わ
せ
、
民
俗
伝
承
も
多
く
あ
り
、
民
間
信
仰
や
庶
民

信
仰
の
中
で
青
鬼
の
里
の
民
俗
の
歴
史
は
深
く
多
彩
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

青
鬼
堰
（
あ
お
に
せ
ぎ
）
は
、
水
田
か
ら
東
北
に
約
１
５
０
０

m
離
れ
た
地
点
と
、
さ
ら
に
５
０
０
m
ほ
ど
遡
っ
た
地
点
に
取
水

口
を
設
け
、
２
系
統
で
引
水
し
て
い
ま
す
。

青
鬼
上
堰
は
万
延
・
文
久
年
間
に
、
４
年
の
歳
月
を
か
け
て
完

成
さ
れ
た
水
路
で
、
現
在
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
祖
先
の
偉
業
を

現
在
に
伝
え
る
貴
重
な
存
在
で
す
。
約
２
９
０
m
に
わ
た
り
急
な

岩
盤
を
ノ
ミ
で
削
っ
て
水
路
を
開
削
し
た
箇
所
が
あ
る
ほ
か
、
一

部
は
粘
土
で
堰
の
底
を
突
き
固
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
落
の
東
側

の
水
田
を
潤
し
、青
鬼
神
社
の
一
段
上
を
迂
回
す
る
よ
う
に
流
れ
、

集
落
の
外
れ
で
沢
に
落
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
鬼
下
堰
は
、
青
鬼
上
堰
が
完
成
し
た
後
、
間
も
な
く
設
け
ら

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
青
鬼
上
堰
と
平
行
し
て
設
け
ら
れ
て
お

り
、
東
側
農
地
の
下
半
分
の
水
田
に
給
水
し
て
い
ま
す
。
規
模
は

青
鬼
上
堰
の
水
路
幅
が
約
５
０
cm
～
１
０
０
cm
で
あ
る
の
に
対

し
、
青
鬼
下
堰
の
幅
は
約
３
０
cm
～
５
０
cm
と
小
規
模
で
は
あ

る
も
の
の
、
部
分
的
に
は
急
な
岩
盤
を
く
り
抜
い
て
造
ら
れ
た
場

所
も
あ
り
、青
鬼
上
堰
と
と
も
に
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

青
鬼
堰

青
鬼
の
石
仏
群

集
落
の
東
側
、
小
高
い
傾
斜
地
に
は
石
垣
に
よ
り
形
成
さ
れ
る

小
規
模
な
棚
田
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

青
鬼
の
棚
田
は
、
平
成
11
年
に
「
日
本
の
棚
田
百
選
」
に
認
定

さ
れ
、
令
和
２
年
に
は
棚
田
地
域
振
興
法
の
指
定
棚
田
地
域
に
指

定
さ
れ
、
地
元
組
織
を
中
心
と
し
た
保
全
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

大
小
様
々
な
石
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
垣
は
、
幕
末
か
ら
明
治

期
に
か
け
て
水
田
が
開
か
れ
た
と
き
に
出
て
き
た
野
面
石
を
使
用

し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
総
延
長
は
４
km
を
越
え
、
高
さ
３
m

を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

棚
田
や
石
垣
に
つ
い
て
も
、
先
人
の
偉
業
を
伝
え
る
貴
重
な
財

産
で
あ
り
、
青
鬼
集
落
の
景
観
を
形
成
す
る
大
き
な
要
素
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
初
め
頃
ま
で
に
使
わ
れ
て
い
た
、
水
力
を
利
用
し
て
米

を
搗
く
道
具
で
す
。「
し
し
お
ど
し
」
と
同
じ
原
理
で
動
き
、
添

水
唐
臼
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

青
鬼
地
区
で
は
お
善
鬼
の
館
の
横
に
あ
り
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

棚
田
と
石
垣

ガ
ッ
タ
リ
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青
鬼
の
棚
田
で
は
、
他
の
米
と
交
配
せ
ず
に
栽
培
で
き
る
立
地

性
を
活
か
し
て
、
白
馬
村
の
特
産
品
で
あ
る
「
紫
米
」
を
低
農
薬

で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

紫
米
に
は
「
南
京
香
稲
」
と
「
朝
紫
」
の
２
種
類
が
あ
り
、「
南

京
香
稲
」
は
古
代
米
の
原
種
で
、
細
長
く
穂
が
実
と
脱
粒
し
て
し

ま
い
、通
常
の
米
の
３
分
の
２
程
度
し
か
収
量
で
き
ま
せ
ん
。「
朝

紫
」
は
、
脱
粒
し
な
い
よ
う
改
良
さ
れ
た
品
種
で
、
形
も
普
通
の

お
米
と
ほ
ぼ
同
じ
形
状
を
し
て
い
ま
す
。

お
は
ぎ
の
起
源
と
も
言
わ
れ
る
紫
米
は
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
の

一
種
で
あ
り
抗
酸
化
作
用
を
有
す
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
が
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
約
３
倍
含
ま
れ
、
ビ
タ
ミ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
と
い
っ
た
栄
養
素
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
白
米
に
少
し
混

ぜ
て
炊
く
と
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
紫
色
に
美
し
く
染
ま
り
ま
す
。

道
の
駅
白
馬
な
ど
の
村
内
土
産
店
に
て
紫
米
や
そ
の
加
工
品
を

販
売
し
て
い
ま
す
。

お
善
鬼
の
館
は
、
空
き
家
と
な
っ
た
建
物
の
修
理
を
行
い
、
地

区
内
に
無
か
っ
た
公
衆
ト
イ
レ
を
併
設
し
て
、
交
流
・
体
験
施
設

と
し
て
平
成
17
年
に
完
成
し
ま
し
た
。内
部
を
自
由
に
見
学
で
き
、

休
憩
な
ど
を
し
な
が
ら
集
落
の
生
活
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
施
設
と
し
て
の
貸
出
も
行
っ
て
お
り
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

施
設
の
名
前
で
あ
る
「
お
善
鬼
の
館
」
は
、
こ
の
地
区
に
昔
か

ら
伝
わ
る
「
青
鬼
の
お
善
鬼
様
」
の
民
話
が
基
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
は
、
青
鬼
集
落
保
存
会
の
方
々
に
よ
り
年
間
を
通
し
て
管
理

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
善
鬼
の
館

紫
米

　

青
鬼
地
区
で
は
、
平
成
12
年
に
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

選
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
13
年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間

に
、
主
屋
12
件
、
土
蔵
等
11
件
、
そ
の
他
９
件
（
石
垣
・
神
社
等
）、

合
計
32
件
の
修
理
・
修
景
事
業
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
主
屋
や

土
蔵
は
屋
根
の
葺
替
や
外
壁
修
理
、
土
台
の
入
替
等
を
実
施
し
、

石
垣
に
つ
い
て
は
積
み
直
し
等
を
行
う
な
ど
、
昔
な
が
ら
の
風
景

の
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
11
月
に
発
生
し
た
長
野
県
神
城
断
層
地
震
に
お
い
て

も
、
主
屋
や
土
蔵
、
石
垣
な
ど
に
被
害
が
及
び
ま
し
た
が
、
速
や

か
に
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

修
理
・
修
景
事
業改修前

改修前

改修前

改修後

改修後

改修後

実施年度 事業主 区分

平成 13 年度 山本　巌 主屋
白馬村 案内看板

平成 14 年度
白馬村 土蔵
西沢寛治 主屋
降籏隆司 土蔵

平成 15 年度
降籏親男 主屋
西沢寛治 主屋
山本友衛 土蔵

平成 16 年度

降籏親男 主屋
降籏隆司 主屋
山本利光 納屋
松倉　広 倉庫

平成 17 年度 降籏親男 主屋
山本利光 主屋

平成 18 年度 山本友衛 主屋
山本利光 主屋

平成 19 年度
松倉　広 主屋
松倉　広 土蔵
松倉　広 物置

平成 20 年度

西沢唯利 主屋
西澤寛治 石垣
松沢伸生 土蔵
松沢伸生 稲荷社

平成 21 年度

西沢唯利 主屋
松沢伸生 石垣
松沢伸生 鳥居
松沢伸生 稲荷社

実施年度 事業主 区分
平成 22 年度 降籏泰二 主屋

平成 23 年度 降籏泰二 主屋
青鬼神社 鳥居

平成 24 年度 郷津晴三 主屋
山本利光 主屋

平成 25 年度
郷津晴三 主屋
松倉守登 石垣
青鬼神社 参道石段

平成 26 年度
山本麻人 主屋
郷津晴三 屋根
山本利光 石垣

平成 27 年度 山本麻人 主屋
災害復旧

平成 28 年度 松倉博樹 主屋

平成 29 年度 松倉博樹 主屋
山本利光 石垣

平成 30 年度
松倉博樹 主屋
松沢伸生 土蔵
山本利光 倉庫

平成 31 年度 降籏泰二 土蔵



岩
戸
山
の
お
善
鬼
さ
ま

青
鬼
の
岩
戸
山
の
上
に
善
鬼
の
住
ん
だ
と
い
う
岩
屋
が
あ
っ

て
、
椀
貸
伝
説
が
あ
る
。

昔
、青
鬼
の
男
衆
達
が
こ
の
岩
屋
を
調
べ
よ
う
と
い
う
の
で
、

前
日
か
ら
村
の
善
鬼
堂
に
お
篭
り
し
て
特
に
潔
斎
し
、
食
事
も

宮
で
煮
炊
き
し
て
山
へ
登
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

穴
の
入
口
は
や
や
狭
い
が
、入
る
と
中
は
洞
に
な
っ
て
い
て
、

方
二
間
く
ら
い
の
広
さ
が
あ
り
、
床
は
小
石
や
砂
利
で
平
ら
に

な
っ
て
い
て
ま
わ
り
は
岩
壁
で
天
井
の
高
さ
は
七
尺
ほ
ど
も
あ

り
、
大
昔
は
人
で
も
住
ん
で
い
た
ら
し
い
所
で
あ
っ
た
。
な
お

そ
の
洞
か
ら
横
に
通
ず
る
狭
い
裂
目
が
あ
っ
て
、
小
柄
な
人
が

入
っ
て
見
た
が
、
そ
こ
に
は
前
記
の
洞
よ
り
は
ま
た
狭
い
洞
が

あ
り
、
さ
ら
に
小
さ
な
裂
目
が
奥
に
通
じ
て
い
る
の
が
見
え
た

が
、
そ
こ
ま
で
は
窮
め
な
か
っ
た
。
俗
に
こ
の
穴
は
戸
隠
の
裏

山
ま
で
通
じ
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
岩
屋
の
辺
り
に
は
水
が
た
ま
り
落
ち
て
い
る
が
、
そ
れ

は
三
人
行
け
ば
三
人
ほ
ど
、
五
人
行
け
ば
五
人
ほ
ど
十
分
に
飲

む
分
量
が
出
る
と
い
う
。山
の
上
だ
が
湿
気
が
あ
り
水
が
あ
る
。

眺
望
は
目
の
下
に
四
ヶ
庄
平
・
西
の
岳
を
思
う
さ
ま
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
岩
の
下
の
原
に
は
、
し
し
岩
・
と
さ
か
岩
と
い

う
よ
う
な
巨
岩
が
あ
っ
て
、
岩
土
の
宝
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
穴
か
ら
向
こ
う
側
に
は
黒
味
勝
ち
の
切
り
立
っ
た
岩

が
あ
っ
て
、
屏
風
岩
、
俗
に
「
青
き
し
し
」
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
辺
り
ま
で
は
、
村
の
人
も
昔
は
、
草
刈
り
に
来
た
が
め
っ

た
に
穴
を
覗
く
よ
う
な
事
は
し
な
い
。
も
し
入
ろ
う
と
し
た
ら

大
荒
れ
に
な
る
か
、
災
害
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
も
し
ど

う
し
て
も
入
ろ
う
と
す
る
必
要
が
あ
る
時
に
は
、
七
日
間
、
浄

化
潔
斎
し
た
後
に
、
な
す
べ
き
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
女
は

月
の
さ
わ
り
の
あ
る
時
は
無
論
遠
慮
す
べ
き
だ
と
言
っ
て
い

る
。
あ
る
時
、
山
へ
青
物
を
取
り
に
行
っ
た
の
か
、
子
供
を
つ

れ
た
老
人
が
こ
の
穴
の
辺
り
か
ら
原
へ
投
げ
飛
ば
さ
れ
気
絶
し

た
事
が
あ
っ
た
と
い
う
。

昔
は
、
こ
こ
に
椀
や
膳
を
貸
し
て
く
れ
る
者
が
い
た
。
近
郷

に
大
寄
り
が
で
き
、
膳
椀
に
不
足
し
た
時
は
誰
で
も
膳
椀
何
人

分
と
い
っ
て
こ
の
穴
の
前
で
お
願
い
す
る
。
後
で
行
っ
て
み
る

と
、
お
願
い
し
た
だ
け
の
数
が
必
ず
揃
え
て
岩
の
外
に
お
い
て

あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
人
が
、
は
な
が
さ
（
お
椀
の
蓋
）
を

一
つ
返
さ
な
か
っ
た
。
そ
れ
き
り
貸
さ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。

お
善
鬼
様
は
明
治
三
十
年
頃
ま
で
は
伝
染
病
の
神
様
と
し
て

災
厄
除
け
に
遠
近
か
ら
多
く
の
信
者
が
集
ま
っ
た
。
村
の
善
鬼

堂
（
青
鬼
神
社
）
の
長
い
石
段
は
、
そ
う
し
た
人
々
の
寄
進
で

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
高
遠
辺
り
の
人
々
の
名
前
も
刻
ま
れ
て

あ
る
。
お
善
鬼
様
に
お
願
い
す
る
に
は
、
赤
い
紙
を
刻
ん
で
お

願
い
す
る
。
一
枚
古
い
も
の
を
貰
っ
て
は
二
枚
に
し
て
返
す
。

古
い
も
の
は
、
お
守
り
に
し
た
り
、
お
ん
符
と
し
て
の
ん
だ
り

し
た
。

 

猟
師
の
渋
右
衛
門
の
話

昔
、
青
鬼
に
渋
右
衛
門
と
い
う
猟
師
が
あ
っ
た
。
身
の
た
け

は
六
尺
に
余
り
、
ず
い
ぶ
ん
力
が
強
く
、
あ
る
時
松
本
の
城
下

に
江
戸
ず
も
う
が
あ
っ
て
、
四
ケ
庄
で
は
大
出
か
ら
一
人
、
青

鬼
か
ら
は
こ
の
渋
右
衛
門
が
出
た
が
、
音
に
聞
こ
え
た
大
力
の

相
手
を
ぐ
っ
と
抱
き
し
め
て
、
土
俵
の
外
へ
出
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
。
い
つ
も
一
貫
二
百
匁
も
あ
る
大
鍬
を
振
り
振
り
大
き

な
畑
を
耕
し
て
い
た
と
い
う
。
ひ
げ
だ
ら
け
で
そ
の
う
え
、
ほ

う
そ
う
の
あ
と
が
あ
り
、
す
ね
の
毛
は
さ
か
さ
に
生
え
て
い
て

四
寸
も
あ
っ
て
、
そ
れ
を
藁
で
く
く
れ
ば
、
き
ゃ
は
ん
が
い
ら

な
か
っ
た
と
い
い
、「
青
渋
」
と
も
「
鬼
渋
」
と
も
言
わ
れ
て

い
た
。
幼
い
時
か
ら
狩
が
好
き
で
、
一
年
中
ほ
と
ん
ど
山
野
を

か
け
め
ぐ
っ
て
い
た
と
い
う
。

あ
る
時
渋
右
衛
門
は
、
西
山
へ
狩
に
行
っ
て
白
馬
鑓
ケ
岳
付

近
の
二
子
岩
の
穴
の
中
で
泊
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
奥
の
間
で
は

岩
の
主
の
餅
を
つ
く
音
が
し
て
い
た
。
と
、
ガ
ラ
ガ
ラ
と
戸
を

開
け
て
、「
渋
右
衛
門
渋
右
衛
門
、
こ
の
餅
は
こ
こ
で
い
く
ら

食
べ
て
も
い
い
が
下
へ
持
っ
て
行
く
な
よ
」
と
巨
人
は
と
め
た

が
、
あ
ま
り
に
う
ま
か
っ
た
の
で
こ
っ
そ
り
一
つ
懐
に
入
れ
て

山
を
下
っ
た
。
奥
の
駒
返
し
の
所
ま
で
来
て
足
を
ふ
み
損
ね
て

餅
を
落
し
た
。さ
が
し
て
見
た
が
そ
こ
に
は
石
し
か
な
か
っ
た
。

岩
の
主
は
そ
の
時
ま
た
、
黄
金
の
弾
を
二
個
く
れ
た
。
そ
の

弾
は
な
ん
で
も
好
む
所
へ
射
て
ば
必
ず
命
中
し
、
左
手
を
の
ば

し
て
い
る
と
、
再
び
手
の
ひ
ら
に
帰
っ
て
来
る
と
い
う
奇
妙
な

弾
だ
っ
た
。
別
れ
る
時
に
岩
の
主
は
い
っ
た
。「
渋
右
衛
門
渋

右
衛
門
、
こ
の
弾
が
返
っ
て
来
な
い
時
が
あ
っ
た
ら
猟
師
は
止

め
に
す
る
が
い
い
ぞ
よ
。」

鬼
渋
が
や
は
り
西
山
で
狩
を
し
て
い
た
時
の
こ
と
で
あ
っ
た

青
鬼
集
落
の
民
話

が
、
夜
に
な
っ
て
ふ
と
見
る
と
、
岩
の
上
に
若
い
娘
が
あ
ん
ど

ん
を
す
え
て
糸
を
と
っ
て
い
る
。
彼
は
ね
ら
い
を
定
め
て
撃
っ

た
が
、
ど
う
し
て
も
あ
た
ら
な
い
。
女
は
鬼
渋
の
方
を
見
て
笑

う
ば
か
り
で
あ
る
。
何
度
や
っ
て
も
同
じ
事
だ
っ
た
。
そ
こ
で

最
後
に
あ
ん
ど
ん
の
火
を
目
が
け
て
射
っ
た
と
こ
ろ
が
、「
渋

右
衛
門
渋
右
衛
門
、
え
ら
い
事
を
す
る
な
」
と
い
う
声
が
し
た

か
と
思
っ
た
ら
、
ぱ
っ
と
そ
の
姿
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
翌
朝

そ
の
辺
を
捜
し
て
み
た
ら
、
こ
う
の
ふ
け
た
野
猿
が
、
弾
に
あ

た
っ
て
死
ん
で
い
た
。

こ
れ
も
西
山
へ
狩
に
い
っ
た
時
の
事
で
あ
る
が
、
急
に
夕
立

が
来
て
谷
川
が
増
水
し
た
。ど
う
し
て
も
向
こ
う
へ
渡
れ
な
い
。

と
、
川
上
の
方
か
ら
黒
い
河
木
が
流
れ
て
来
て
う
ま
く
向
こ
う

側
へ
か
か
っ
て
、
い
い
橋
に
な
っ
た
。
二
人
は
よ
う
や
く
渡
っ

た
。
渡
り
終
わ
っ
て
か
ら
彼
は
弟
に
向
か
っ
て「
こ
れ
さ
、さ
っ

き
の
橋
は
て
め
え
は
何
と
見
た
や
」
と
い
っ
た
。
弟
は
「
お
ら

あ
黒
い
大
木
だ
と
思
っ
た
が
」
と
答
え
た
。
渋
右
衛
門
は
「
ふ

む
、
そ
う
だ
っ
た
の
か
な
」
と
い
っ
て
嘆
じ
て
「
お
前
、
あ
れ

の
正
体
を
見
極
め
得
な
か
っ
た
と
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
は
狩
に

は
連
れ
て
行
く
わ
け
に
は
な
ら
ん
ぞ
よ
」
と
い
っ
た
。
そ
の
丸

太
と
見
え
た
の
は
、実
は
大
き
な
う
わ
ば
み
だ
っ
た
と
も
い
い
、

し
ゃ
く
と
り
だ
っ
た
と
も
い
う
。
そ
れ
以
来
二
度
と
弟
を
つ
れ

て
は
、
西
の
岳
へ
は
い
か
な
か
っ
た
と
言
う
。
い
つ
も
ひ
と
り

で
白
馬
山
の
奥
深
く
の
山
々
を
狩
で
く
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

ま
た
、
渋
右
衛
門
は
、
東
山
で
は
戸
隠
の
奥
の
方
へ
も
常
に

出
か
け
た
。
そ
こ
に
は
上
の
淵
と
下
の
淵
と
が
あ
っ
て
、
上
の

淵
は
狭
く
て
水
も
か
わ
い
て
い
る
の
に
、
下
の
方
は
青
い
波
を

立
て
て
美
し
か
っ
た
。そ
の
お
の
お
の
に
は
主
が
住
ん
で
い
た
。

鬼
渋
が
あ
る
日
、
下
の
池
の
近
く
へ
行
く
と
、
そ
こ
へ
立
派

な
娘
が
現
れ
て
言
う
の
に
「
渋
右
衛
門
よ
、
ど
う
か
お
り
い
っ

て
の
頼
み
だ
が
、
お
前
を
見
込
ん
で
の
こ
と
だ
か
ら
ど
う
か
聞

い
て
く
れ
よ
。
長
い
間
住
み
な
れ
た
こ
の
池
も
、
今
夜
こ
そ
上

の
男
竜
に
横
領
さ
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
ず
っ
と
前
か
ら
上
の
主

は
私
に
池
を
渡
せ
と
い
っ
て
責
め
て
い
る
の
だ
。
い
よ
い
よ
、

今
夜
こ
そ
言
い
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
前
が
上
手
な

猟
師
だ
と
い
う
事
も
、
黄
金
の
弾
丸
を
貰
い
受
け
て
い
る
こ
と

も
知
っ
て
い
る
か
ら
頼
む
が
、
今
夜
こ
そ
滝
を
乗
り
き
っ
て
、

あ
の
瀬
を
長
々
と
火
の
玉
の
よ
う
な
眼
を
も
っ
た
者
が
の
ぞ
き

込
む
と
こ
ろ
を
、
ね
ら
い
を
定
め
て
撃
っ
て
く
れ
。
一
矢
さ
え

し
と
め
て
く
れ
れ
ば
、
あ
と
は
私
が
必
ず
勝
つ
。
し
か
し
、
お

前
が
手
伝
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
残
念
だ
が
私
は
食
い
殺
さ
れ

て
し
ま
い
、こ
の
池
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
し
ま
う
。」と
の
こ
と
。

渋
右
衛
門
は
引
き
受
け
て
、
夜
に
な
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
や

が
て
豪
雨
が
や
っ
て
来
て
、
す
さ
ま
じ
い
勢
で
滝
を
乗
り
越
え

て
来
る
大
き
な
火
の
玉
が
見
え
だ
し
た
。
と
こ
ろ
が
火
縄
が
消

え
て
し
ま
っ
て
鉄
砲
を
打
つ
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
る
と
火

の
玉
が
下
の
池
に
転
び
込
み
、
下
の
池
か
ら
は
水
煙
が
立
ち
、

恐
し
い
斗
争
が
続
い
た
。
夜
が
明
け
て
見
た
ら
、
池
は
血
に
染

ま
り
、
女
竜
の
死
骸
は
大
き
な
臼
の
よ
う
に
い
く
つ
か
に
食
い

ち
ぎ
ら
れ
て
浮
か
ん
で
い
た
。
渋
右
衛
門
は
、
約
束
を
果
た
せ

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
死
ぬ
ま
で
残
念
が
っ
た
と
い
う
。

一
説
に
よ
る
と
、
こ
の
話
は
戸
隠
の
裏
山
で
な
く
白
馬
山
の

二
子
岩
付
近
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
池
は
今
は
欠
損
し
て
し

ま
っ
た
と
も
い
い
、
そ
の
岩
の
主
と
下
の
池
の
女
竜
と
は
相
思

の
間
柄
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
も
伝
え
ら
れ
、
二
個
の
黄
金

の
弾
丸
は
一
二
個
と
な
り
、
男
竜
を
打
て
な
か
っ
た
の
は
雨
の

せ
い
で
な
く
恐
れ
た
た
め
だ
と
も
い
い
、
さ
ら
に
黒
菱
の
上
に

巨
人
が
女
性
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
渋
右
衛
門
は
、
こ
れ
を
射
っ

た
が
一
二
個
の
弾
丸
を
そ
の
女
に
み
ん
な
受
け
と
ら
れ
て
し

ま
っ
た
の
だ
と
も
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
渋
右
衛
門
の
持
っ

た
と
い
う
南
蛮
鉄
四
尺
二
寸
と
い
う
法
外
の
大
き
な
銃
・
さ
す

が
（
狩
刀
）・
野
や
り
、
松
本
様
か
ら
戴
い
た
と
い
う
も
の
は

今
も
個
人
や
神
社
の
宝
物
と
な
っ
て
残
っ
て
い
て
そ
の
所
有
は

明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、渋
右
衛
門
に
つ
い
て
こ
ん
な
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

二
子
岩
の
主
か
ら
黄
金
の
弾
丸
を
二
つ
貰
う
時
に
主
は
こ
う

言
っ
た
。「
お
前
は
こ
の
弾
丸
を
も
っ
て
お
前
の
一
番
大
切
に

し
て
い
る
も
の
の
生
命
を
と
れ
」
と
、
そ
し
て
も
し
そ
れ
を
う

て
な
か
っ
た
ら
気
の
毒
な
が
ら
お
前
の
命
は
絶
た
れ
て
し
ま
う

と
の
事
で
あ
っ
た
。
渋
右
衛
門
は
、
自
家
に
帰
っ
て
来
た
。
と

見
る
と
馬
屋
に
自
分
の
馬
が
い
た
。
こ
れ
を
射
っ
て
や
ろ
う
と

考
え
た
が
、「
待
て
よ
、
馬
は
な
る
ほ
ど
大
切
だ
が
一
番
お
れ

に
と
っ
て
大
切
か
ど
う
か
、
馬
は
金
さ
え
出
せ
ば
ま
た
買
う
こ

と
が
で
き
る
。
か
け
が
え
の
な
い
一
番
大
切
な
も
の
は
馬
じ
ゃ

な
い
。」
そ
う
思
っ
て
家
の
中
を
見
る
と
、
そ
こ
に
は
自
分
の

妻
が
糸
を
と
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
渋
右
衛
門
は
何
と
思
っ
た
か

こ
れ
だ
と
思
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
自
分
の
一
番
大
切
な
も
の
だ
、

金
で
も
買
え
な
い
、
か
け
が
え
の
な
い
も
の
だ
と
や
に
わ
に
銃

を
も
っ
て
黄
金
の
弾
丸
を
発
射
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
妻
を

射
ち
ぬ
き
な
お
向
こ
う
に
あ
っ
た
長
持
ち
を
ぶ
ち
抜
い
た
。
そ

の
長
持
ち
の
中
に
は
妻
の
間
夫
が
ひ
そ
ん
で
い
て
、
や
は
り
そ

の
弾
丸
に
あ
た
っ
て
絶
命
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
岩
戸
山
の
お
善
鬼
さ
ま
」「
猟
師
の
渋
右
衛
門
の
話
」

昭
和
四
十
五
年
八
月
二
十
日
　
白
馬
村
公
民
館
発
行
「
白
馬
の
し

る
べ
」
よ
り
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保存
番号 種　別 員　数 所　　在　　地

  1 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 16759 番地
  2 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 16758 番地
  3 蔵 １棟 白馬村大字北城字井戸尻 16828 番地 1
  4 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 16744 番地
  5 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 16932 番地 1
  6 消防小屋 １棟 白馬村大字北城 17507 番地 2
  7 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17508 番地
  8 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17510 番地
  9 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城 17510 番地
 10 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17511 番地
 11 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城字前田 17667 番地ｲ
 12 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17641 番地
 13 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城字前田 17668 番地
 14 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17640 番地
 15 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17620 番地
 16 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城 17620 番地
 17 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17637 番地
 18 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城 17637 番地
 19 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17514 番地
 20 主　　屋 １棟 白馬村大字北城 17636 番地
 21 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城字庭麻 17634 番地 1
 22 主　　屋 １棟 白馬村大字北城字家裏 17516 番地 1
 23 物　　置 １棟 白馬村大字北城字家裏 17428 番地
 24 土　　蔵 １棟 白馬村大字北城 17506 番地 1
 25 青鬼神社本殿覆屋 １棟 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 26 青鬼神社本殿 １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 27 諏訪社覆屋 １棟 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 28 諏訪社本殿 １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 29 神 楽 殿 １棟 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地

保存
番号 種　別 員　数 所　　在　　地

 30 向麻石仏群 29 基 白馬村大字北城 16930 番地
 31 棚田石垣 29.0m 白馬村大字北城字井戸尻 16905 番地～ 16930 番地
 32 石　　垣 11.0m 白馬村大字北城字井戸尻 16828 番地 1
 33 石　　垣 32.0m 白馬村大字北城 16758 番地～ 16759 番地
 34 石　　垣 12.0m 白馬村大字北城 16758 番地
 35 石　　垣 12.0m 白馬村大字北城 16744 番地
 36 馬頭観音 ２体 白馬村大字北城 16744 番地
 37 石　　垣 12.0m 白馬村大字北城 16744 番地
 38 石　　垣 14.0m 白馬村大字北城 16744 番地～神戸 16952 番地 1
 39 氏 神 様 １基 白馬村大字北城字江戸 16735 番地ｲ
 40 石　　垣 12.0m 白馬村大字北城字ばだ 16735 番地ﾛ～中麻 17502 番地
 41 阿弥陀堂内陣 １基 白馬村大字北城字旧堂地 16935 番地
 42 石　　垣 20.0m 白馬村大字北城字旧堂地 16935 番地
 43 阿弥陀堂石仏群 33 基 白馬村大字北城字旧堂地 16935 番地
 44 氏 神 様 １基 白馬村大字北城字西平 16717 番地
 45 石　　垣 8.0m 白馬村大字北城 16934 番地
 46 石　　垣 16.0m 白馬村大字北城 16932 番地 1
 47 氏 神 様 １基 白馬村大字北城字大麻 17488 番地 20
 48 氏 神 様 １基 白馬村大字北城字大麻 17488 番地 10
 49 稲 荷 社 １基 白馬村大字北城字大麻 17488 番地 4
 51 石　　垣 23.0m 白馬村大字北城 17508 番地
 52 石　　垣 12.0m 白馬村大字北城 17508 番地
 53 石　　垣 45.0m 白馬村大字北城 17507 番地 2～ 17510 番地
 54 石　　垣 25.0m 白馬村大字北城 17510 番地
 55 石　　垣 16.0m 白馬村大字北城 17510 番地
 56 馬頭観音 ２体 白馬村大字北城 17506 番地 1
 57 馬頭観音 １体 白馬村大字北城字前田 17666 番地ｲ
 58 棚田石垣 16.0m 白馬村大字北城字前田 17666 番地ｲ
 59 石　　垣 17.0m 白馬村大字北城字前田 17667 番地ｲ

建築物

工作物

保存
番号 種　別 員　数 所　　在　　地

 60 石　　垣 13.0m 白馬村大字北城字前田 17668 番地
 61 石　　垣 13.0m 白馬村大字北城字前田 17668 番地
 62 棚田石垣 60.0m 白馬村大字北城字前田 17642 番地 1～ 2
 63 石　　垣 17.0m 白馬村大字北城 17640 番地
 64 石　　垣 24.0m 白馬村大字北城字家前 17635 番地
 65 石　　垣 27.0m 白馬村大字北城字家裏 17496 番地 2～ 17,513 番地ｲ
 66 石　　垣 7.0m 白馬村大字北城字家裏 17496 番地 1
 67 石　　垣 13.0m 白馬村大字北城字家裏 17500 番地 4
 68 神社参道の灯寵 1 １対 白馬村大字北城字中麻 17505 番地 2先
 69 神社参道の灯寵 2 １対 白馬村大字北城字家裏 17498 番地ﾛ先
 70 神社幟立て １対 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 71 神社参道の灯寵 3 １対 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 72 石　　祠 １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 73 青鬼神社鳥居 １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 74 神社手水鉢 １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 75 小 祠 １ １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 76 小 祠 ２ １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 77 石 祠 １ １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 78 石 祠 ２ １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 79 石 祠 ３ １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 80 神社参道の灯籠 4 １対 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 81 神社参道の灯籠 5 １対 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地
 82 神社参道の石段・石畳 石段 227 段 ･ 石畳 100m 白馬村大字北城字善鬼堂 17446 番地～家裏 17495 番地 1
 83 三 峯 様 １基 白馬村大字北城字善鬼堂 17058 番地
 84 石　　垣 24.0m 白馬村大字北城字家裏 17495 番地 1～ 2
 85 石　　垣 7.0m 白馬村大字北城字家裏 17522 番地
 86 石　　垣 13.0m 白馬村大字北城字家裏 17428 番地
 87 石　　垣 4.0m 白馬村大字北城字杉ノ木 17523 番地 1
 88 石　　垣 20.0m 白馬村大字北城 17514 番地
 89 石　　垣 15.0m 白馬村大字北城 17514 番地
 90 石　　垣 7.0m 白馬村大字北城 17637 番地
 91 石　　垣 8.0m 白馬村大字北城 17637 番地
 92 石　　垣 33.0m 白馬村大字北城 17622 番地～ 17640 番地
 93 石　　垣 8.0m 白馬村大字北城 17622 番地
 94 石　　垣 15.0m 白馬村大字北城 17620 番地
 95 石　　垣 18.0m 白馬村大字北城字前田 17655 番地～ 17659 番地
 96 石　　垣 10.0m 白馬村大字北城字荒田口 17610 番地～ 17611 番地
 97 石　　垣 55.0m 白馬村大字北城字荒田口 17612 番地ｲ～ 17617 番地
 98 石　　垣 30.0m 白馬村大字北城字宮下 17623 番地
 99 棚田石垣 62.0m 白馬村大字北城字荒田口 17616 番地ｲ～宮下 17633 番地
100 棚田石垣 28.0m 白馬村大字北城字荒田口 17616 番地ｲ～宮下 17627 番地
101 棚田石垣 28.0m 白馬村大字北城字宮下 17625 番地ｲ -2
102 棚田石垣 26.0m 白馬村大字北城字宮下 17538 番地
103 棚田石垣 38.0m 白馬村大字北城字宮下 17633 番地
104 棚田石垣 14.0m 白馬村大字北城字宮下 17633 番地
105 棚田石垣 18.0m 白馬村大字北城字宮下 17632 番地
106 棚田石垣 28.0m 白馬村大字北城字宮下 17527 番地
107 棚田石垣 50.0m 白馬村大字北城字塩島麻 17528 番地～宮ノ根 17539 番地
108 石　　垣 40.0m 白馬村大字北城字庭麻 17634 番地 1～ 17637 番地
109 石　　垣 10.0m 白馬村大字北城 17636 番地
110 石　　垣 11.0m 白馬村大字北城字釜屋麻 17598 番地
111 棚田石垣 42.0m 白馬村大字北城字宮下 17527 番地～ 17631 番地
112 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字宮ノ根 17593 番地～字宮ノ根 17591 番地
113 棚田石垣 18.0m 白馬村大字北城字宮下 17625 番地ｲ
114 棚田石垣 54.0m 白馬村大字北城字宮下 17630 番地ｲ
115 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字宮下 17630 番地ﾛ
116 棚田石垣 10.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地ﾂ
117 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地ｦ
118 棚田石垣 38.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地ﾊ
119 棚田石垣 23.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地 1
120 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地ﾎ
121 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地ﾊ～ﾛ
122 棚田石垣 6.0m 白馬村大字北城字ばだ 17302 番地ﾛ
123 棚田石垣 115.0m 白馬村大字北城字宮ノ袖 17300 番地
124 棚田石垣 85.0m 白馬村大字北城字十二 17336 番地～休石 17338 番地
125 棚田石垣 19.0m 白馬村大字北城字馬場道上 17403 番地

保
存
地
区
内
物
件
一
覧
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保存
番号 種　別 員　数 所　　在　　地

126 棚田石垣 19.0m 白馬村大字北城字休石 17339 番地～馬場道上 17351 番地ｲ
127 棚田石垣 18.0m 白馬村大字北城字十二 17336 番地
128 棚田石垣 24.0m 白馬村大字北城字西豆久保 17373 番地ﾛ
129 棚田石垣 21.0m 白馬村大字北城字西豆久保 17373 番地ｲ
130 棚田石垣 54.0m 白馬村大字北城字休石 17347 番地～西豆久保 17364 番地
131 棚田石垣 60.0m 白馬村大字北城字宮上 17583 番地～宮ノ根 17601 番地
132 棚田石垣 40.0m 白馬村大字北城字古屋敷 17557 番地～宮上 17583 番地
133 棚田石垣 28.0m 白馬村大字北城字宮上 17543 番地～ 17590 番地ｲ
134 棚田石垣 71.0m 白馬村大字北城字宮ノ袖 17294 番地～宮上 17543 番地
135 棚田石垣 33.0m 白馬村大字北城字宮上 17546 番地
136 棚田石垣 74.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17292 番地～宮ノ根 17601 番地
137 棚田石垣 64.0m 白馬村大字北城字丸畑 17284 番地～宮ノ根 17601 番地
138 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字宮ノ袖 17294 番地～古屋敷 17557 番地
139 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字宮ノ袖 17294 番地
140 棚田石垣 21.0m 白馬村大字北城字宮ノ袖 17293 番地
141 棚田石垣 48.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17276 番地～宮ノ袖 17298 番地
142 棚田石垣 15.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17281 番地
143 棚田石垣 66.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17277 番地～ 17278 番地
144 棚田石垣 23.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17282 番地
145 棚田石垣 35.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17272 番地
146 棚田石垣 78.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17272 番地～宮上 17549 番地
147 棚田石垣 43.0m 白馬村大字北城字丸畑 17253 番地～ 17254 番地
148 棚田石垣 37.0m 白馬村大字北城字丸畑 17291 番地
149 棚田石垣 7.0m 白馬村大字北城字宮ノ上 17279 番地～宮上 17549 番地
150 棚田石垣 22.0m 白馬村大字北城字岩倉 17265 番地
151 棚田石垣 88.0m 白馬村大字北城字丸畑 17257 番地～ 17284 番地
152 棚田石垣 17.0m 白馬村大字北城字丸畑 17250 番地～ 17286 番地
153 棚田石垣 38.0m 白馬村大字北城字丸畑 17251 番地
154 棚田石垣 16.0m 白馬村大字北城字丸畑 17249 番地
155 棚田石垣 37.0m 白馬村大字北城字丸畑 17249 番地～ 17256 番地
156 棚田石垣 47.0m 白馬村大字北城字丸畑 17246 番地～ 17247 番地
157 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字丸畑 17253 番地
158 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字丸畑 17246 番地～ 17247 番地
159 棚田石垣 77.0m 白馬村大字北城字丸畑 17241 番地ｲ～ 17245 番地
160 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字京塚峯 17398 番地 1
161 棚田石垣 47.0m 白馬村大字北城字休石 17397 番地～京塚 17409 番地
162 観 音 様 １基 白馬村大字北城字京塚 17409 番地
163 馬頭観音 １基 白馬村大字北城字京塚 17409 番地
164 石　　垣 83.0m 白馬村大字北城字京塚 17396 番地～京塚峯 17398 番地 1
165 棚田石垣 33.0m 白馬村大字北城字京塚 17410 番地ｲ
166 棚田石垣 31.0m 白馬村大字北城字西豆久保 17387 番地ｲ
167 棚田石垣 25.0m 白馬村大字北城字京塚 17396 番地
168 棚田石垣 33.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17423 番地
169 棚田石垣 43.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17422 番地
170 棚田石垣 35.0m 白馬村大字北城字豆久保 17389 番地～ 17390 番地
171 棚田石垣 48.0m 白馬村大字北城字西豆久保 17385 番地
172 棚田石垣 37.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17395 番地
173 棚田石垣 56.0m 白馬村大字北城字西豆久保 17384 番地～ 17385 番地
174 棚田石垣 63.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17360 番地～ 17394 番地ｲ
175 棚田石垣 30.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17382 番地ｲ -2
176 棚田石垣 35.0m 白馬村大字北城字豆久保 17391 番地ｲ～中豆久保 17393 番地
177 棚田石垣 35.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17391 番地ﾛ
178 棚田石垣 8.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17394 番地ｲ
179 棚田石垣 15.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17414 番地
180 棚田石垣 45.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17413 番地ｲ -2 ～ 17416 番地ﾛ
181 棚田石垣 16.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17416 番地ｲ
182 棚田石垣 16.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17417 番地
183 棚田石垣 40.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17417 番地～西豆久保 17425 番地ﾊ
184 棚田石垣 15.0m 白馬村大字北城字西豆久保 17425 番地ﾊ
185 棚田石垣 10.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17418 番地～ 17425 番地ﾛ
186 棚田石垣 95.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17418 番地～ 17419 番地、17425 番地ﾛ
187 棚田石垣 18.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17415 番地～ 17418 番地、17425 番地ﾛ
188 棚田石垣 65.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17420 番地
189 棚田石垣 54.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17421 番地
190 棚田石垣 74.0m 白馬村大字北城字中豆久保 17421 番地
191 地　　蔵 １体 白馬村大字北城字中豆久保 17421 番地
192 棚田石垣 46.0m 白馬村大字北城字京塚 17407 番地～ 17408 番地

保存
番号 種　別 員　数 所　　在　　地

193 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字京塚 17407 番地
194 棚田石垣 38.0m 白馬村大字北城字京塚 17404 番地
195 棚田石垣 134.0m 白馬村大字北城字京塚 17408 番地～十二 17211 番地
196 棚田石垣 57.0m 白馬村大字北城字十二 17211 番地
197 棚田石垣 15.0m 白馬村大字北城字十二 17212 番地
198 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字十二 17214 番地～ 17356 番地
199 棚田石垣 55.0m 白馬村大字北城字十二 17214 番地～ 17357 番地
200 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字十二 17424 番地ﾛ
201 棚田石垣 32.0m 白馬村大字北城字十二 17217 番地～ 17357 番地
202 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字十二 17216 番地～ 17217 番地
203 棚田石垣 30.0m 白馬村大字北城字丸畑 17289 番地ｲ～宮上 17564 番地
204 棚田石垣 26.0m 白馬村大字北城字丸畑 17289 番地ﾛ～宮上 17564 番地
205 棚田石垣 14.0m 白馬村大字北城字清水畑 17236 番地
206 棚田石垣 33.0m 白馬村大字北城字清水畑 17231 番地～三百地 17579 番地
207 棚田石垣 51.0m 白馬村大字北城字三百地 17569 番地～ 17571 番地
208 棚田石垣 14.0m 白馬村大字北城字ビタイ 17225 番地
209 棚田石垣 15.0m 白馬村大字北城字ビタイ 17222 番地 1
210 棚田石垣 12.0m 白馬村大字北城字三百地 17575 番地
211 棚田石垣 30.0m 白馬村大字北城字三百地 17576 番地 1
212 棚田石垣 35.0m 白馬村大字北城字ビタイ 17224 番地
213 棚田石垣 18.0m 白馬村大字北城字ビタイ 17222 番地 1
214 棚田石垣 41.0m 白馬村大字北城字ビタイ 17222 番地ｲ～三百地 17576 番地ﾛ
215 棚田石垣 22.0m 白馬村大字北城字中段 17312 番地～ 17314 番地
216 棚田石垣 20.0m 白馬村大字北城字岩倉 17197 番地
217 棚田石垣 18.0m 白馬村大字北城字ビタイ 17208 番地
218 棚田石垣 13.0m 白馬村大字北城字岩倉 17183 番地
219 石　　垣 47.0m 白馬村大字北城字岩倉 17190 番地～ 17196 番地
220 石　　垣 20.0m 白馬村大字北城字岩倉 17262 番地ﾛ
221 棚田石垣 48.0m 白馬村大字北城字牧ノ平 17160 番地ｲ
222 棚田石垣 43.0m 白馬村大字北城字牧ノ平 17160 番地ﾛ
223 棚田石垣 24.0m 白馬村大字北城字牧ノ平 17163 番地
224 馬頭観音 １体 白馬村大字北城字清水入 17158 番地
225 馬頭観音 ２体 白馬村大字北城字清水入 17158 番地
226 棚田石垣 50.0m 白馬村大字北城字牧ノ平 17839 番地ﾘ
227 棚田石垣 80.0m 白馬村大字北城字牧ノ平 17839 番地ﾁ～ 17839 番地ﾄ
228 棚田石垣 43.0m 白馬村大字北城字牧ノ平 17839 番地ﾛ
229 青鬼上堰 3km 白馬村大字北城字牧ノ平 17158 番地ﾊ先
230 青鬼下堰 3km 白馬村大字北城字牧ノ平 17158 番地ﾊ先

保存
番号 種　別 員　数 所　　在　　地

231 ホウノキ １ 白馬村大字北城字西林 16501 番地
232 スギの大木 ２本 白馬村大字北城字大麻 17488 番地 10
233 カツラの大樹 １本 白馬村大字北城字杉ノ木麻 17480 番地先
234 桂の清水 １ 白馬村大字北城字杉ノ木麻 17480 番地先
235 抜け止めのカツラ １ 白馬村大字北城字前田 17667 番地ﾙ
236 馬場の清水 １ 白馬村大字北城字宮ノ根 17609 番地先

環境物件
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